
新たな花き産業及び花きの文化の振興に関する基本方針について

花
き
産
業
の
健
全
な
発
展
と
心
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現

＜国産花きの強みと課題＞ ＜施 策 の 方 向＞

生産量その他の花き産業の振興の目標 （億円）

生
産

流
通

輸
出

文
化

国際競争力の強化が緊要の課題

・ 近年の国内市場における花き消費の伸び悩み、大
量生産された安価な切り花の輸入の増加等に対応
する観点から国際競争力の強化が緊要な課題。

生産性・品質の向上と生産者の経営の安定

研究開発の推進

・ 暑熱。対策等による周年生産、次世代施設園芸の面的拡大、
ロボット、AI・IoTを活用したスマート農業技術の導入等の推進。

・ 自然災害等のリスクへの備えとして収入保険や園芸施設共
済等の普及促進

暑熱対策

加工及び流通の高度化

・ 加工に関する技術開発や卸売市場
等におけるコールドチェーンの整備、
流通経路の合理化等を推進。

・採花後の前処理（抗
菌剤等で水揚げ）

・出荷前の温度管理
（低温保管）等の徹
底

産 地

・配送施設、卸売場の
低温化

・輸送時の温度管理
（積載前のトラック庫
内の冷却等）の徹底

市 場 小売店

・市場から店舗まで
搬送時の温度上昇
の防止

・入荷時の適切な水
揚げの実施、低温
ショーケースの利
用等。

輸出の促進

・ 産地における輸出に対応した栽培体系の
確立。

・ 国際園芸博覧会への政府出展等を活用
した海外需要の創出。

花きの文化の振興

・ 花きの文化の振興に向け、
① 公共施設やまちづくり等における花きの活用
② 花育、日常生活における花きの活用
等を推進。

公共施設やまちづくりにおける活用世界に誇る豊かな花きの文化

・ 花きの文化を振興すること
は、国民の心豊かな生活の
実現に資する。

日持ちの良い花きに対する消費者ニーズへの対応

・ 輸入花きからシェアを回復するには、国産花きの
鮮度、日持ちの良さ等の強みを活かすためのコール
ドチェーンの整備等が必要。

輸出は増加傾向

・ 国産花きは、国際的に
高い評価を得ており、アジ
アや欧米けを中心に輸出
が増加傾向。

花き輸出額の推移
（億円）

スマート農業次世代施設園芸

国際園芸博への出展輸出対応産地

H29実績 R12目標 R17目標

産出額 3,687 4,500 6,500

輸出額 138 200 450

輸入額 511 300(見込) 300(見込)

輸出拠点

需
要

・ オリンピック・パラリンピック、国際園芸博覧会の成
果を最大限に活かし、国内外の花きの需要を飛躍
的に拡大。

花きの需要の増進

・ 国際園芸博覧会等の開催、切り花の日持ちを保証する
販売の確立。

・ SNSの活用、観光業界、インテリア業界等との連携によ
る効果的な需要喚起。
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国内外の需要拡大

・ 花きの新品種の育成や増殖技術の高度化、生産性・品質の向上等の研究開発を推進。

・ 平成29年の産出額が3,687億円と農業産出額の
４％。

・ 多様で高品質な国産花きは国際的にも高い評
価。近年輸出は増加傾向（平成29年に138億円）。
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